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漁獲情報電算処理のためのコードおよびファイル設計

山 崎

はじめに

近年，漁業協同組合の水揚伝票および標本船調査な

どから水産資源の状態を調べ，種苗放流効果などを推

定することが頻繁に行われるようになってきた。この

場合，データの処理量は非常に膨大であり，調査範囲

の拡大や処理の効率化のため，一層大規模な電算処理

を押し進める必要があると考える。さらに，千葉県全

体の漁獲情報処理などの大規模な電算処理のためには，

データの識別コードおよび処理の種類に適したファイ

ル設計が必須である。

ところで，漁獲情報の情報量を減少させない電算処

理を行うためには，水産生物の種または種群およびこ

れに対応するいくつかの銘柄に分けられたコードが必

要である。現在，千葉県内の特定の地区を対象とした

小規模な電算処理を行っているが，そのコードは千葉

県全体の電算処理に拡張できる仕様になっていない。

一方，かなり汎用性のある海洋生物を対象とした種類
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コードが，日本規格協会より日本工業規格(JIS)商品

分類コード (C6267 1977)，)日本海洋データセンター

(JODC)より海洋生物コ-rとして公表されている。

しかし， JISのコードは分類が種対応ではなく， JODC 

のコードは種対応であるが完成しているのは魚類のみ

であり，水産生物全体を含まないため，これらのコー

ドを使用することはできない。以上の理由および大規

模な電算処理を必要としている現状を考慮し，パーソ

ナルコンピューターに水揚伝票に記載されている漁獲

情報を入力し，漁獲量・ j語、獲努力量などを集計するシ

ステム用に，独自のコードおよびファイル設計を行っ

たので報告する。

コードを作成するにあたり，千葉県水産試験場佐藤

新次長，平本紀久雄海洋資源研究室長をはじめ，浅海

資源研究室員，養殖研究室員の各氏には，水産生物に

関する知見を提供していただいた。ここに心より御礼

申し上げる。
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図 1 銘柄の聞き取り調査を行った地方卸売市場・小規棋市場・漁業協同組合の位置
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設計方法

1. コード言宣言十

水揚伝票から魚種および銘柄ごとの漁獲量および漁

獲努力量を求めるためには，水揚量を漁船，種または

種群，銘柄で識別する必要がある。そこで，漁船コー

ド，種コード，銘柄コードを次のように作成した。

1 -1. j骨骨白コード

漁船を漁法別に分けられれば集計上便利である。し

かし，年聞を通して l隻の漁船がいくつかの治、具・漁

法を用いて漁業を営むので，漁法別漁船コードは作成

できない。従って，水揚げ港または漁協ごとに順番品

により漁船コードを作成した。

1 -2. l'童コード

情報を近縁種群ごとに集計・整理することを考える

と，分類体系に沿って作成したコードが使利である。

ところが，分類体系は時代によりかなり異なる部分も

存在し，現在も流動的である。さらに，種コードは必

ずしも現在の分類体系を正確に反映する必要はないの

で，便宜的に動物は新日本動物図鑑?海藻は学研生物

図鑑海藻に従った。分類群の門・綱・目・科・種ごと

にコードを与え，これらを上位のものから組み合わせ

るけた別分類法iこより種コードを作成した。

1-3.銘f両コード

全ての漁獲対象種の銘柄調査は不可能なので，漁獲

情報の整理が急がれている種苗放流対象種(スズキ・

マダイ・ヒラメ・クロアワピ.メカイアワビ・クルマ

エピ)，種苗放流対象予定種(クロダイ・マコガレイ・

ガサaミ)，および浅海資源研究室における資源生態研

究対象干董(イセエピ・マダカアワピ・サザエ)について

コ}ドを作成した。これらの銘柄を千葉県における地

方卸売市場25のうち22市場，小規模市場14のうち11市

場および富津沖漁組合を加え，計34カ所(図1)で各種

種コー
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図2 種コードの構造

銘柄の聞き取り調査を行った。さらに，主に漁獲物の

重量を基準として分けた銘柄を整理しプロックぽによ

り銘柄コードを作成した。

2. ファイル設計

本報告で扱うシステムは， BASIC・COBOLなどの

プログラム言語や，データベース用ソフトウェアなど

の簡易言語など複数のアプリケーションを用いて構築

が可能である。しかし，このようなシステムを開発す

る場合，汎用性・拡張性・メンテナンスのしやすきを

重視すると，アプリケーションも限られてくる。ここ

では最も寸主的なPC-980l上で動く N88-BASIC (MS 

DOS版)でシステム開発を行うことを想定し，ファイ

ル設計タ行った。

作成結果

1.コード設計

1 -1 漁船コード

現在稼働している水揚伝票の集計システムにおいて

水揚港別の漁船数の最も多いところは130隻程度であ

るので，漁船コードを3桁とした。なお，個人情報の

漏洩を防ぐため，作成した漁船コードは公表しないこ

ととした。

1 -2 種コード

新日本動物図鑑)において動物界に19門が存在し，千

葉県の水産生物が属する軟体動物門・節足動物門・赫

皮動物門・脊椎動物門(魚類)では，織は9，目と科は9

9以下であった。同様に学研生物図鑑海藻)において植

物界に9門が存在し，同様に緑藻横物門・種子植物門・

褐藻植物門・紅藻植物門で綱は9，目と科は99以下で

あった。これにより門を2桁，綱を1桁，目を2桁，科

をZ桁とすればよいが，海洋生物で綱が10以_.tになる

例が存在するので，最終的には門・絢・目・科・種の

全てに2桁を割り当てた(図2)。門のコードでは動物を

01-50に植物を51-99とした。種のコードでは水産生

物だけを集計しやすくするために，これらに01-30を

当てた。さらに，水揚伝票上の種類は複数種を含むこ

とがあるので，単一種に01-20を，複合種に21-30

を当てることにした。これ以降の31-99は水産生物以

外のものとした。 00は科よりも細分化できないものと

した。以上を基に，千葉県における主要な水産生物に

ついてのみ，種までのコードを作成した。ただし，市

場で取り扱われない種でも食用に供されるものはでき

*例えば水揚伝票上の種類の“アカ"は分類上の積で

ある“メカイアワピ"および“マダカアワビ"を含む。



漁獲情報電算処理のためのコードおよびファイル設計

るだけいれるように努めた。完成した穣コードを付表

Iに示した。各門ごとの単一種の数は，軟体動物門で

は47，節足動物門27，車車皮動物F%，脊椎動物門102，

緑藻植物門2，褐藻植物門7，紅藻植物門12の計202で

あった。同様に複合種として，軟体動物門では1，脊

椎動物門13，緑藻植物門1の計15種類を設定した。

1-3 銘柄コード

銘柄の規格の基準としては，漁獲物のi毘重量(各種)・

漁獲物の生死(各種)・抱卵の有無(ガザミ)・漁法(サ

ザエ)・貝殻上の赫の有無(サザエ)・貝殻上の付着物

の有無(サザエ)などによる例があった。

組合別種別の銘柄の最大数は，スズキが7銘柄(鴨川

市)，同様にマダイ9(鵜原・鴨川1)，クロダイ4(鴨川)， 

ヒラメ 10(鵜原)，マコガレイ4(富津沖漁)，クルマエ

ピ1，イセエピ3(10市場)，ガザミ 3(保田・萩生)，ク

ロアワピ3(勝山・保田)，アカ(メカイアワピ・マダカ

アワピ)3 (保田)，サザエ6(富i甫)であった。千葉県内

における銘柄の名称数は，スズキが14，同様にマダ

イ26，クロダイ 10，ヒラメ 32，マコヵーレイ 6，クルマ

エピ1，イセエピ6，ガザミ 6，クロアワピ5，アカ11，

サザエ18であった(付表2)。

漁獲情報から生態的な知見を得るのに重要である，

漁獲物の大きさを基準とした銘柄について以下に取り

まとめた。このうち銘柄構造が複雑な種の規格の概要

を付図1-6に示した。スズキは大重量のものからスズ

キ・フッコ・セイゴのj順で名称が変わる。スズキとフッ

コの境界は約2kg，フッコとセイゴめ境界は0.5-1kg

である。マダイでは，外房の0.5-1.5kg，内房の0.3

-0.5kg以上の漁獲物はタイと呼称される。外房では

タイ以下の0.5-1.5kgはマコ，これよりも小型の個

体はカスゴ・ベンダイ・天保などと呼ばれる。同様に

内房では0.3-0.5kg以下の個体はカスゴ・刊ンダイ

と呼ばれる。ヒラメではヒラメと呼ばれるのは一般に

1.5-2kg以上であり，これ以下はソゲと呼ばhる。

マコガレイは大マコ・中マコ・小マコ・小々マコなど

にわかれ(富津沖i語、)，この区分は0.2kgごとである。

ガザミでは大きさを基準としたカニ・小力ニ・小々カ

ニなどの規格のほかに，抱卵した個体をデコガニとし

て区別しており，これを調べることにより産卵期のお

おまかな推定が可能である。アワピ類は重量では主に

0.6kg前後で大と大のつかない2銘柄に分けられる。

メカイアワビとマダカアワビを複合種のアカとして扱っ

たが，これらの銘柄の内訳はおよそ次の 3種類に分け
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られる。メカイアワピとマダカアワビを区日リするもの，

マダカアワビの大型の個体を区別し小型のマダカアヲ

ビとメカイアワピを一括してf&うもの，マダカアワピ

とメカイアワピを区別しないで一括してアカとして扱

うものである。サザエでは貝殻の形状が重視され，価

格にも反映している。貝殻上の腕の形成が不十分なも

の，貝殻にフジツボなどの付着物が多いものは，下サ

ザエなどと呼ばれ低価格で扱われることが多い。また，

刺網によるものと海女による漁獲物を区別して取り扱

う市場もある。

以上の市場調査による結果を基に，生態的な知見を

得るために重要なi目、獲物の大きさ，および経済的な要

因である漁獲物の生死，傷害の有無を区別できるよう

にコードの設言「を行った。名称数が10を越える種があ

るので銘柄コードを2村?とした。このうち21-40を漁

獲物が生きている状態で入札したもの(イキ)， 41-60 

を死んだ状態で入札したもの(ノジ)， 61-80を漁獲な

どを原因とした傷害が生じたものでかつ生きている状

態で入札したもの(イキキズ)， 81-99を傷害が生じた

ものでかつ死んだ状態で入札したもの(ノジキズ)， 01 

-20をイキ・ノジ・キズを区別しない場合(基本型)と

した。それぞれの区分で主に大きさを基準とした銘柄

について，入力が容易であることを考慮し，同じよう

な名称が同一のコードとなるように設計を行った(付

表3-12)。に完成したコード中，基本型の場合だけを

示した。イキ・ノジ・イキキズ・ノジキズの場合には

10の位のコードをそれぞれの医分に応、じて変えればよ

しミ。

2. ファイル設言十

2 -1.記憶媒体

パーソナルコンピューターにおいてデータ用記憶媒

"体として，現在最も一般的に用いられているのはフロッ

ピーディスクである。この中でも汎用的な5インチ(ま

たは3.5インチ)1MB (2HD)フロッピーディスク (MS

DOS7ォーマット)を標準的なデータ用記憶媒体とし

た。

2 -2. 7ァイル形式

データの集計は水揚げ港・漁法・月ごとに行うこと

が多く，入力は水揚げ港・漁法別に行うので，水揚げ

港・漁法別にフロッピーディスクを分けファイルを月

ごとに作成するのが最も便利である。 N88-BASICで

は順処理しかできないシーケンシャルファイルと，ラ

ンダムアクセスが可能なランダムファイルみあるが，

*銘柄中，大・中・小などがつくものにおいて，大ヒラメとヒラメ大などは同ーの名称として扱った。
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日 漁船 経

。 10 

銘柄 漁獲量

20 

予備
C 
R 

30 

byte 

図3 レコードの構造。漁獲量・予備コードをそれぞれ 4桁と仮定した。 CRは改行コード。

月毎の一括処理であるので，シーケンシャルファイうレ

を用れば十分であり，これを採用した。

2-3 レコード形式

水揚伝票の漁獲量は日別・漁船別・種別・銘柄別に

記載されているので， 1レコード中には日コード・漁

船コード・種コード・銘柄コード・漁獲量が必要であ

る。さらに，将来の拡張に備え最後に予備の項目を加

えた。日コードは2桁，漁船コードは3桁，種コードは

10桁，銘柄コードは2桁であり，これらに加え漁獲量

および予備がそれぞれ平均で4桁とすると， 1レコード

のデータの容量は計25byteとなる。 N88-BASICシー

ケンシャルファイルにおけるwrite文では，データと

データのあいだにコンマが，レコードの最後に改行コー

ドが出力されるため， 6b向が加わり，最終的に1レコー

ドの記録容量は31byteとなる(図3)。フロッピーディ

スクI枚当りの記録容量は約125万byteであるので，単

純計算で一枚当り約4万データを記憶できることにな

る。

考 察

今回設計した種コードは，分類体系日)に従って階層

構造を採用し，さらに水産生物と一般生物を分けたた

め，分類群および水産生物群ごとの検索・集計が容易

であり，コードの拡張・追加も比較的簡単である。

しかし，階層構造のため， JODCのコーがら14桁より

は短いものの， 10桁とかなり長くなった。銘柄コード

は千葉県全体の銘柄を特定稜類ごとに統一的なコード

に当てはめた。従って，これらの種類では同ーのシス

テムで，千葉県全体の漁獲情報を扱うことができると

いう長所を持つ。さらに，全ての種で銘柄コードを作

成すれば，千葉県全体の漁獲情報が統一性のとれたデー

タとなり，複数の市場における多種類にわたるデータ

処理が飛躍的に効率化されるであろう。ただし，銘柄

の構造は漁獲状況や年代により変更されることが考え

られ，データ火力の際に慎重に対処する必要がある。

近い将来，コードの充実のため拡張・追加が予想さ

れるが，以下に従って行うこととする。

1.一度公表したコードは原則として変えない。

2追加は新日本動物図鑑学研生物図鑑海草の種配列

にできるだけ従う。

3.拡張は2.の文献の分類体系に従い行う。

なお，コードの維持・管理は当分の間著者が行う予

定であるので，このコードの拡張・追加などを希望さ

れる場合は，統一性をはかるため著者への一報を希望

する。

ファイル設計ーにより， 1枚のフロッピーディスクに

約4万データが記録できる結果を得た。比較的データ

量が多い例を考え， 100隻の漁船が1ヶ月当り 25日操業

し1日1隻当り5件のデータを入力すると1ヶ月のデータ

数は12，500件となる。この例ではl枚に3ヶ月分のデー

タを記録できる。現実にはこれより少ないので， 1枚

にl市場l漁法あたり半年一1ヶ年分のデータを記録す

ることができるであろう。これは十分に実用に耐える

データ記録量と考える c

実際のシステムの構築では，データ入力・集計・出

力(印刷)などの各種プログラムを開発しなければなら

ない。種コードはlC桁と長く，データ入力プログラム

を開発する際にこのまま入力する構造にすると，たい

*すでに種コードが設定されている科の下に，新たな種を付け加えることを追加，種コードがない分類群の下に，

種を設定することを拡張と01'ぶ。
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へん非効率的である。効率化のためには2桁程度の入

力用種コードを作成し，このコードの入力後にコード

変換プログラムにより，正規の種コードに変換・記録

するのが適当であろう。この入力用種コードを利用者

が現在行っている電算処理との継続性を持たせて決定

すればよいであろう。

ここでは漁業協同組合の水揚伝票に記載されている

漁獲情報を水産試験場において入力するシステムを考

えた。しかし，入力に注ぐことのできる労力も限られ

ていることから，このシステムでは千葉県全体の情報

を全て収集することはできないであろう。一方，伊東・
8 

藤は，福岡市および北九州市の両'ic'央卸売市場で入力

された仕切書の原データを用いて，漁獲実態調査を行っ

ている。千葉県でも，水揚伝票の集計処理にコンピュー

ターを利用する漁業協同組合が増加しており，将来は

組合で入力したデータをそのまま用いて集計する，ま

たは完全に個人情報の漏洩を防ぐためには，水産試験

場・行政側などで必要な資料を作成するプログラムを

組合のコンピューターに移植し，組合側で集計するな

どのシステムを開発することが望ましい。

水揚伝票の集計用に作成したコード群，特に種コー

ドはがL用的なものとなっており，現在行われている標

本船データ処理・水産経営分析などにも応用できるで

あろう。また，最近では文献情報データベースである

JOISもどが整備され，パーソナルコンピューターに

よりリアルタイムて情報を得ることができるようになっ

た。この他の分野でも情報のデー夕、ベース化は急速に

進んでおり，水産研究においても真剣に取り組む必要

があろう。種コードは，分類群ごとに検索できると便

利な漁獲物測定データリストのデータベース，漁獲動

向・生物的特性・文献情報などを含んだ水産生物デー

タベース，簡易生物相データベースの構築なと、にも役

立つものと考える。以上のようなデータベースの幅広

い運用のためには適当な範囲で(できれば日本d体で)

コードが統一されていることが望ましい。このために

は公共機関などでコードに関する協議を広く行ってい
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く必要があるが，現在はJODCで行われているにすぎ

ない。コードの統ーは将来に残された重要な課題であ

る。

要約

水揚伝票から漁獲量および漁獲努力量を求める電算

処理システム構築のため，千葉県内においてかし用性の

ある漁船コード・種コード・銘柄コードおよびファイ

ルの設計を行った。漁船コードを順番法により作成し

3桁，同様に種コードを分類体系に基づきけた別分類

法により 10桁，銘柄コードをブロック法により 2桁と

した。ファイルはN88← BASIC(MS-DOS版)における

シーケンシャルファイルを用い， 1レコードは31byte

となった。
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付表1. 水産生物の種コード.

コ

門綱

13 

13 02 

ード

ー科種包

13 02 02 

13 02 02 04 

13 02 02 04 01 

13 03 

13 03 01 

13 03 01 03 

13 03 01 03 01 

13 03 01 03 02 

13 03 01 03 03 

13 03 01 03 04 

13 03 01 03 21 

13 03 01 05 

13 03 01 05 01 

13 03 01 09 

13 03 01 09 01 

13 03 01 09 02 

13 03 01 09 03 

13 03 01 09 04 

13 03 01 09 05 

13 03 01 13" 

13 03 01 13 01 

13 03 01 13 02 

13 03 02 

13 03 02 49 

13 03 02 49 01 

13 03 02 52 

13 03 02 52 01 

13 03 02 55 

13 03 02 55 01 

13 03 03 

13 03 03 01 

13 03 03 01 01 

13 03 03 01 02 

13 03 03 04 

13 03 03 04 01 

13 03 03 06 

13 03 03 06 01 

13 05 

13 05 03 

13 05 03 02 

13 05 03 02 01 

13 05 03 02 02 

13 05 04 

13 05 04 01 

13 05 04 01 01 

13 05 04 01 02 

名

軟体動物門 MOLLUSCA 

ヒザラガイ綱 POLYPLACOPHORA 

ウスヒザラガイ目 Ischnochitonida 

クサズリガイ科 Chitonidae 

ヒザラガイ Liolothura ja知叩cα
腹足綱 GASTROPODA 

原始腹足目 Archaeogastropoda 

ミミガイ科 Ha!iotidae 

トコブシ Haliotis di附 'sicoloraquatilis 

クロアワ己 Haliotis discus disゅs
7 ダカアワビ Haliotis gig.間 teα

メカイアワビ Hal叩4日 sieboldii" 

アカ(マダカアワビ・メカイアワビ)

ツタノハガイ科 PatelIidae 

マツバガイ Cellm回附'grolineata

ニシキウズガイ科 Trochidae 

イシダタミガイ M四回donialabio "'捌f附 α
クマノコガイ Chl例 stomaxanihostig，附α 、
クボガイ Chlorosto附 argyrostomalischkei 

パテイラ Omtholius tfi白fferitfi叫がen

ダYベイキサゴ U削b聞 iumgiganteum 

リュウテYサザエ科 Turbinidae 

サザエ Batillus c印す制tus

スガイ Lunella coro則的 core自由is

中腹足目 Mesogastropoda 

タマガイ科 Naticidae 

ツメタガイ Neverita did戸 畑

フジツガイ科 Cymatiidae 

ボウシュウボラ Chor捌悶 sauliaesauliαe 
ヤツシロガイ科 Tonnidae 

ヤツシロガイ T由制αluteostoma

新腹足目 N eogastropoda 

アクキガイ科 Muricidae 
アカニシ Rαμ加問即時

イボニシ R四shiacla日g町α

エゾパイ科 Buccinidae 

パイ Babylonia jα知問ca

テングニシ科 Melongenidae 

テY グニシ Hemiル幻目的加ta即日

二枚貝綱 BIVALVIA 

真多歯目 Eu回xodonta

フネガイ科 Arcidae 

アカガイ Scathorca br仰 :ght聞"
サトウガイ Scathomαsato削

翼形目 Pteriomorphia 

イガイ科 Mytilidae 

イガイ Mytilus 

ムラサキイガイ

corus白日

Mytil附 ιdulis

称
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13 05 04 01 03 I イシマテガイ Litho戸haga印付α
13 05 04 02 I ハボウキガイ科 Pinnidae 

13 05 04 02 01 I タイラギ Atri加 tedi即 tα ;a仰nlca
13 05 04 12 I イタボガキ科 Ostreidae 

13 05 04 12 01 I イワガキ Crassostr，却問戸知'1'llCa
13 05 04 12 02 I マガキ Crassostrea gigas 
13 05 05 I 呉歯I'l Heterodon ta 

13 05 05 24 I ザノレガイ科 Cardiidae 

13 05 05 24 01 I トリガイ Ful叫α削 utica
13 05 05 26 '7ノレスダレガイ科 Veneridae 

13 05 05 26 01 I ウチムラサキガイ Sαxidomusかグ声。'atus
13 05 05 26 02 I ハマグリ Meret門xlusoria 
13 05 05 26 03 I チョウセソハマグリ Meretrix lamarcki 
13 05 05 26 04 I コタマガイ Gomthir問問問rifor:問問 rnel四国egzs
13 05 05 26 05 I アサリ Ruditαi加 thilitti11i1ntm
13 05 05 26 06 I スダレガイ Pathia euglyttα 

13 05 05 29 バカガイ科 Mactridae 

13 05 05 29 01 I バカガイ Madra ch白W1'lSZS

13 05 05 29 02 I シオフキガイ Madra出 η'Orifi抑制S

13 05 05 29 03 I ウバガイ Sti四 lasachaline出回

13 05 05 39 I マテガイ科 Solenidae 

13 05 05 39 01 I マテガイ Solen sl円d削

13 06 頭足綱 CEPHALOPODA 

13 06 02 十腕目 Decapoda 

13 06 02 01 コウイカ科目epiidae

13 06 02 01 01 I コウイカ Se戸'laes，口uenta
13 06 02 05 I ジソドウイカ科 Loliginidae 

13 06 02 05 01 I ヤリイカ Loligo bleekeri 
13 06 02 05 02 I 7オリイカ Se)う;oteuthislessorJ国間

13 06 02 10 スルメヂカ科

13 06 02 10 01 スノレメイカ Todarodes戸αczβcus
13 06 02 11 ソデイカ科 Thysanot四 thidae

13 06 02 11 01 I ソデイカ Thysanoteuthis r/wrnbus 
13 06 03 I 八腕形目 Octopoda 

13 06 03 06 I '7ダコ科 Octopodidae 

13 06 03 06 01 I '7ダコ Octoか札捌19aris
13 06 03 06 02 I イイダコ Odoか日間embra11i1ceus
13 06 03 06 03 I ミズダコ P耐 官to'pt日 doβeinidoβ仰旬

14 節足動物門 ARTHROPODA 

14 06 甲殻綱 CRUSTACEA 

14 06 15 完胸目 Thoracica 

14 06 15 01 ミョウガガイ科 Scalpellidae 

14 06 15 01 01 I カメノテ Mitella rnitella 
14 06 15 10 I フジツボ科ト Balanidae 

14 06 15 10 01 I クロフジツボ Tetraclita slft叫附osa;a戸刀勿cα

14 06 26 I 十脚目 Decapoda 

14 06 26 03 I クルマエビ科 Penaeidae 

14 06 26 03 01 I ツノナガチヒロエピ Ari日teomor戸hafoliacea 
14 06 26 03 02 I クノレマエピ P仰 aeusJG知的CZtS
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14 06 26 03 03 

14 06 26 03日4

14 06 26 03 05 

フトミゾエピ Pe1悼 euslalisulcal:削
クマエピ P四位倒S 居間sulcalus
シバエピ Melape即四日 joynert

14 06 26 03 06 I ヨシエピ Melate畑町tse加 S

14 06 26 03 07 I サルエピ Trachyte削 e削四rvirostris
14 06 26 10 I タラパエピ科 Pandalidae 

14 06 26 10 01 I ボタソエビ Panda!z日間企知加問is
14 06 26 10 02 I ヒゴロモエビ Pandalopsis coo口問la
14 06 26 20 イセエピ科 Palin uridae 

14 06 26 20 01 I イセエピ印刷lirusja仰叩"s
14 06 26 23 アカザエピ科 N ephropidae 

14 06 26 23 01 I アカサeエビ Mela即姉ropsja知則初S

14 06 26 33 I ヤドカリ科 Diogenidae 

14 06 26 33 01 I オニヤドカリ A悶 culusani叩l悶

14 06 26 35 I タラハガニ手ヰ Lithodidae 

14 06 26 35 01 I イバラガニモドキ Lilhodes aequ日戸棚S

14 06 26 46 クモガニ科 Chirosty lidae 

14 06 26 46 01 I タカアシガニ Macrl町heirakaempferi 
14 06 26 46 02 I ズワイガニ Cht捌 oecelesopi，lio 
14 06 26 46 03 I ベニズワイガニ Chionoeceles jatonic悶
14 06 26 51 I ワタリガニ科 Portunidae 

14 06 26 51 01 I ヒラツメガニ Ovalipes仰nclalus
14 06 26 51 02 I ノコギリガザミ Scylla serrala 
14 06 26 51 03 I ガザミ Portu略目 Iriluberculalus
14 06 26 51 04 I タイワ γガザミ Portu昨日 telαg四S

14 06 26 51 05 I ジャノメガザミ Portu棚 ssanf(Ul即 lem附

14 06 26 51 06 I イシガニ ChaYybdis ja知n町G

14 06 26 61 イワガニ科 Grapsidae 

14 06 26 61 01 I モクスガニ Eriocheir jap<刃包口日

14 06 26 61 02 1 ショウジγガニ Plagusia demψ'es 
14 06 27 I 口脚目 S tomatopoda 

14 06 27 01 シャコ科目quillidae

14 06 27 01 01 I シャコ Squilla oraloria 

17 I腕皮動物門 ECHINODERMA T A 

17 04 海胆綱 ECHINOIDEA 

170405 I 扶歯目 Camarodon ta 

17 04 05 02 ラッパウニ科 Toxopneustidae 

17 04 05 02 01 I アカウニ Ps仰 d町田1irolusdetressus 
170405031 オオパフ γウニ科 S trongy locen trotidae 

17 04 05 03 01 1 パフ γウニ Hemicemrolus似たherrim附

17 04 05 03 02 I キタムラサキウニ Slmngylocemrolus叩材附

17 04 05 05 ナガウニ科 Echinometridae 

17 04 05 05 01 1 ムラサキウニ A倒的cidariscrassisPina 
17 05 I 海鼠綱 HOLOTHUROIDEA 

17 05 02 栂手巨 Aspidochirota 

17050202 I マナマコ科 S tich opodidae 

17 05 02 02 01 I マナマコ Slic/wtus ja如何tca

19 脊椎動物門 VERTEBRATA 
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19 03 硬骨魚綱 OSTEICHTHYES 

19 03 02 1 ニシ γ目 Clupeida 

19 03 02 05 コノシロ科 Dorosumatidae 

19 0ω3 0ω20郎5011 コノシロ Ko:酔P即阻削sm門柑よ仰耶町削tωαat附
19 0閃30ω2 0ω6 1 ウノルレメイワシ科 S仇to巾lep凶h叩O凹rida田e 

19 03 02 06 01 I ウノルレメイワシ Etn叩t

19 03 02 06 02 1 キピナゴ Strate/l.ゐ'oide白S 玉F空.ac口ilis
19 0ω3 0ω2 0仰7 1 ニγン科 Clup肝81凶da剖e 

19 03 02 07 01 1 マイワシ Sarduwts melanosticta 
19 03 02 08 カタクチイワシ科 Engraulididae 

19 03 02 08 01 1 カタクチイワシ Eηgraulis ja仰古田

19 03 02 11 I サケ科 Salmonidae 

19 03 02 11 01 I サケ α1Co:rhynch附 keta
19 03 02 12 1 7'ユ科 Plecoglossidae 

19 03 02 12 01 1 7'ユ Plecoglos5USaltivelis 
19 03 02 12 02 1 ワカサギ Hytomesus olidus 
19 03 02 14 1 シラウオ科 Salangidae 

19 03 02 14 01 1 シラウオ Salangi.chthys microdo:n 
19 03 02 14 02 1 イシカワシラウオ Sal仰 gichthysishikat叩 e

19 03 03 1 ハダカイワシ~ Myctophida 

19 03 03 02 1 アオメエソ科 Chloroph thalmidae 

19 03 03 02 01 1 アオメエソ Chlo:rothth.almus albatrossis 
19 03 05 コイ目 Cyprinida 

19 03 05 01 コイ科 Cyprinidae 

19 03 05 01 01 1 コイ CyかM抑 S臼 rtlO
19 03 05 01 02 1 ギンブナ CaraSS1附 carassz悶 langsdo:rfii 
19 03 05 01 03 1 ゲンゴロウブナ Carassius auratus c附即日

19 03 05 01 04 1 ソウギョ Ct叩 'Otharyngodo:nidell附
19 03 05 01 05 I ハクレ Y Hytoththalmichthys molitrix 

19 03 05 01 21 1 タナゴ類

19 03 05 02 1 ドジョウ科 Cobitididae 

19 03 05 02 01 1 ドジョウ Mis伊丹叩sanguillicaudatus 

19 03 06 I ウ7ギ日 Ang'uillida 

19 03 06 01 1 ウナギ科 A n gu illidae 

19 03 06 01 01 1 ウナギ An抑 llaja仰附ca
19 03 06 03 1 アナゴ科 Congriqae 

19 03 06 03 01 1 マアナゴ C訓 ger削:yriaster
19 03 06 08 ウツボ科 Muraeniqae 

19 03 06 08 01 1 ウツボ Gym叩 tho:raxkidako 
19 03 10 ダツ目 Belonida 

19 03 10 02 サ γマ科 Scomberesocidae 

19 03 10 02 01 I サンマ Cololabis saira 
19 03 10 03 サヨリ科 Hemiramphidae 

19 03 10 03 01 1 サヨリ Hyto:rhamthus sajwi 
19 03 10 05 トビウオ科 Exocoetidae 

19 03 10 05 21 I トビウオ類

19 03 13 1 キソメダイ目 Berycida 

19 03 13 01 1 キγメダイ科 Berycidae 

19 03 13 01 01 1 キYメダイ Beryx stlend.四日

19 03 15 I マトダイ目 Zeida 
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19 03 15 01 

19 03 15 01 01 

19 03 15 01 02 

19 03 16 

19 03 16 02 

19 03 16 02 01 

19 03 16 03 

19 03 16 03 21 

19 03 16 04 

19 03 16 04 01 

19 03 16 04 02 

19 03 16 04 03 

19 03 16 04 04 

19 03 16 04 05 

19 03 16 04 06 

19 03 16 04 07 

19 03 16 04 08 

19 03 16 04 09 

19 03 16 04 10 

19 03 16 05 

19 03 16 05 01 

19 03 16 05 02 

19 03 16 06 

19 03 16 06 01 

19 03 16 08 

19 03 16 08 01 

19 03 16 09 

19 03 16 09 01 

19 03 16 11 

19 03 16 11 01 

19 03 16 11 02 

19 03 16 11 03 

19 03 16 11 04 

19 03 16 11 05 

19 03 16 11 06 

19 03 16 15 

19 03 16 15 01 

19 03 16 16 

19 03 16 16 01 

19 03 16 16 02 

19 03 16 19 

19 03 16 19 01 

19 03 16 22 

19 03 16 22 01 

19 03 16 22 02 

19 03 16 23 

19 03 16 23 21 

19 03 16 25 

19 03 16 25 21 

19 03 16 29 

山崎明人

マトダイ科 Zeidae 

マトダイ Zeus jato叩日目

カガミダイ Zerwtsis nebulosa 
スズキ目 Percida 

ボラ科 Mugilidae 

ボラ Mugil白州制 印thal，む
カマス科目phyraenidae

カマス類

サパ科 Scombridae 

クロマグロ Thun111ts th)'J例制

ピγ7ガ Thun111tsalaluηga 
キハダ Th附糊salbacαres 
メハチ Th附切制sobesus 
カツオ Kat.訓附朋sμlamis 
ヒラソウダ Auxis thazard 
マノレソウダ Auxis r，町 hei
マサパ 5comber jatonicus 

ゴマサパ 5comber austra lasicus 
サワラ 5comberomorus nit加叩附

マカジキ科 Istiophoridae 

マカジキ Makaira mitsukuriz 
クロカジキ Makωra mazara 

メカジキ科 Xiphiidae 

メカジキ Xithias gla.訪問

タチウオ科 Trichiuridae 

タチウオ T門chi叫 初5letturus 
シイラ科 Coryphaenidae 

シイラ Corytha四悼 hψ'tur.附
アジ科 Carangidae 

マノレアジ Deca戸"terusrnaruadsi 
ムロアジ De悶戸，terusmuroa.dsi 
?;ジ Trac加問5Jat由li仰 S

ヒラマサ 5eriola aur即時ttata
ブリ 5eriola伊tinqueradiata
カンパチ 5eriola仰rt刃P，trasc酔日

スギ科 Rachycen tridae 

スギ Rachyc開~tron c.α1U1dum 
イボダイ科 Centrolophidae 

メダ千 Ocyc門usJa知叩口市

イボダイ PsenotsisαM印勿ala
タカベ科 Labracoglossidae 

タカベ Labracoglossa arg.四 iiveni円S

イシダイ科 Oplegnathidae 

イシダイ OtlegJ悼t初日 fas口atus
イシガキダイ Otlegnathus t田町tatus

ヒメジ科 Mullidae 

ヒメジ類

アマダイ科 Branchiostegidae 

アマダイ類

キγトキダイ科 Priacanthidae 
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チカメキ Y トキ Priac前1ihusboops 
ムツ科 Scombropidae 

ムツ Scombrops boots 
スズキ科 Percich thyidae 

アカムツ Doderleinia ber}ωides 
スズキ Lateolabrax ja知旬開S

ヒラスズキ Laleolabrax lalus 
ハタ類

ニベ科 Sciaenidae 

イシモチ Argyrosomus argeniatus 
ニベ類

キス科 Sillaginidae 

キス Sillago sihama 
メジナ科 Girellidae 

メジナ Girellaかt11ctata
イサキ科 Pomadasyidae 

イサキ Paratristitoma trilineatum 
コショウダイ Plectorhync初日口町tus

タイ科 Sparidae 

マダイ Pα伊日間α.Jor

チダイ EVj抑制 Jat砂川ca
クロダイ Ac捌 thotag附 5schlegelii 

タカノハダイ科 Cheilodactylidae 

タカノハダイ Goniisti附 sz酔目的s
ネズッポ科 Callionymidae 

ネズミゴチ Callion戸棚stu町 tatu5
イカナゴ科 Ammodytidae 

イカナゴ A問問。dytesμ月間atus
ハゼ科 Gobiidae 

マハゼ Acanihogりbiusfl仰附即断

アカハゼ Chaeturichthys lu!xm恒例a

ウミタナゴ科 Embiotocidae 

ウミタナゴ Ditrema tem削 incki
ベラ科 Labridae 

コプダイ Semico吋戸'husreti四 la加
プダイ科目caridae

ブダイ類

フグ目 Tetraodontid.a 

カワハギ科 Monacanthidae 

カワハギ StetF悶悶.letiscirrhifer 
ウマズラハギ Tham叩(印制smodestus 
ウスパハギ Alute1包括間畑町'eros

マフグ科 Tetraodontidae 

ジロサパフグ Lag，町 ethaluswheeleri 
カナフグ LagocetF悶IU5inermis 
トラフグ f弓，gurub門戸邸内めrites
カラス Fugu 11め灯台eschin臼白川

フグ類

マソボウ科 Molidae 

マγボウ Mola削 ola
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付表 1.続き
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51 

51 01 

51 01 02 

51 01 02 02 

51 01 02 02 01 

51 01 03 

51 01 03 01 

51 01 03 01 01 

カジカ e Cottida 

カサゴ科 Scorpaenidae 

カサゴ Sebastiscus marmorat悶
キチヂ Se占astolobus別配向chir
アコウダイ Sebast，白 mat訓 barai
メパノレ類

オニオコゼ科 Synanceiidae 

オコゼ類

アプラポウズ科 Erilepidae 

アブラボウズ Erileがszo叩 fer
アイナメ科 Hexagrammidae 

アイナメ H品。ga??unOSotahiz l 
コチ科 Platycephalidae 

コチ Platycephalus i'ndict日
ホウボウ科 Triglidae 

ホウボウ Chelidanichthys kumu 
カナガシラ Letidofrigla microptera 

カレイ e Pleuronectida 
ヒラメ科 Paralich thyidae 

ヒラメ Paralichthys oli叩 C由拓 、
タマガソゾウピラメ Pseud町fwm仇lSμniophthalmus
ガγゾウピラメ Pseudorhombus口nnam抑留附

カレイ科 Pleuronectidae 

ムシガレイ Eo戸setfagγ'gorJe削
ホシガレイ Verαsper叩円egat附
マツカワ Ver，αゆ'ermoseri 
メイタガレイ Pleuranichfhys c例 制fus

マコガレイ Limand，αyokohamae 
イシガレイ Kareius bicolorafus 
ヤナギムシガレイ Ta即 kiuskifaharai 
サメガレイ Clidoderma asperrimum 

ササウシノシタ科 Soleidae 

シマウシノシタ Zebrias zebra 
ウシノシタ科 Cynoglossidae 

クロウシノシタ ParaPI昭次官 Ja仰 !lCa
:)1ラ目 Gadida 

タラ科 Gadidae 

タラ類

ァγコウ目 Lophiida 

アンコウ科 Lophiidae 

ァγコウ類

緑藻植物門 CHLOROPHYTA 

緑藻網 CHLOROPHYCEAE 

ヒピミドロ目 Ulotrichales 

ヒトエグサ科 Monostromataceae 

ヒトエグサ M側 osfr01ηanitidum 
アオサ目 Ulvales 

アオサ科 Ulvaceae 

アナアオサ Ul叩 pert附 α
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付表1.続き

51 01 03 01 21 1 アオノリ類

53 1褐藻植物門 PHAEOPHYTA 

53 01 1 褐藻綱 PHAEOPHYCEAE 

53 01 09 1 カヤモノリ目 Scytosiphonales 

53 01 09 03 カヤモノリ科 Endarachne binghamiae 

53 01 09 03 01 I ハパノリ Endarachne binghamiae 
530111 1 コγプ目 Lamin ariale s 

530111021 コγブ科 Laminariaceae 

53 01 11 02 01 1 カジメ Ecklonia叩叩

53011102021 アラメ Eisenia bicyclis 
530111031 アイヌワカメ科 Alariaceae 

53011103011 ワカメ Undaria Pin叩 lifid，α
53 01 11 03 02 1 ヒロメ Undaria u町初旬des
53 01 11 03 03 1 アオワカメ U町iariatelerseni側 G

53 01 12 ヒノミマタ目 Fucales 

53 01 12 02 ホγダワラ科 Sargassaceae 

53 01 12 02 01 1 ヒジキ Hizikiαfusifwmis 

54 1紅藻植物門 RHODOPHYTA 

54 01 1 ウシケノリ綱 BANGIOPHYCEAE 

54 01 01 1 ウシケノリ目 Bangiales 

54 01 01 01 1 ウシケノリ科 Bangiaceae 

54 01 01 01 01 1 スサビノリ Pwphyra yezoe即日

54010101021 ナラワスサピノリ Pwthyra邦zo町四S問問問問:szs
54 01 01 01 03 1 ウッフノレイノリ Pwthyra戸'seudolinearis
54 02 真正紅藻調理 FLORIDEOPHYCEAE 

54 02 03 テγグサ目 Gelidiales 

54 02 03 01 テγグサ科 Gelidiaceae 

54 02 03 01 01 1 マクサ¥Gelidium aman叫
54 02 03 01 02 I オオプサ Gelidium仰cifi町um
54 02 03 01 03 I オパクサ Plerocladia cαpillaceα 

540204 1 カクレイト目 Cryptonemiales 

54 02 04日8 1 フノリ科 Gloiopeltidaceae 

54 02 04 08 01 I フクロフノワ οloiopeltis fur，ωta 
540205 1 スギノリ目 Gigartin ales 

54 02 05 04 ミリ Y科 Solieriaceae 

54020504011 トサカノリ 1\必ris~olheca μμlosa
540205091 オゴノリ科 Gracilariaceae 

54 02 05ω01 1 オゴノリ Gral口lar叫 v，円砿仏叩

54020511 1 スギノリ科 Gigartinaceae 

54 02 05 11 01 1 コトジツノマタ C加ndruselalus 
54 02 05 11 02 1 ツノマタ Chaud昨日 occellalus
54020511031 イボツノマタ Chond問 5Velアucosa
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ただし，大中小のつく銘柄において，大スズキとスズキ大千葉県内で用いられている銘柄名，

などは同ーの銘柄とした.

付表 2.

称

類

クロアワピ

名柄銘

種
クロダイ ヒラメ

番号

サザエ

特犬判2エ

犬刊2エ
上がFエ
中引Fエ

サザエ

小市Tエ
小々 刑fエ
マメサザエ

コ!IJサザ江
丸市Tエ
別引Tエ
下引fJ:

上アミ4利江

下アミサザエ

ツノア1)大

ツノアリ

ツノナ、ン大

ツノナシ

アカ*

特大マタカ

大マタカ

マタカ

4すマタカ
特大メカイ

大メカイ

メカイ

小メカイ

大アカ

アカ

ノj、アカ

特大タロ

特ク口

大アロ

クロ

ノトクロ

ガザミ

カニ

小カニ

カニS

少々 カニ

カニss
テコガこ

イセエビ

大特大ヒラメ大マコガレイ 特イセエゼ

大特ヒラメ 中マコガレイ 大イセエビ

特大ヒラメ マコガレイ 中イセエビ

特々ビラメ 小マコガレイ イセエビ

特ヒラメ マコガレイS 小イセエビ

大々トピ 小々 マコガレイマメイセエビ

大トピ

トピ

大々ヒラメ
大ヒラメ大 J

大ヒラメ

ヒラメL

上ヒラメ

中ヒラメ

ヒラメ

小ヒラメ

小々ヒラメ

大ソゲ

ソゲL

中ノゲ

ソゲM

ソゲ

中小ソゲ

小ソゲ

ソゲ5

少々 ソゲ

ソゲss
次ソゲ

キリソゲ

ジャミソゲ

ピリソゲ

断、ソゲ

マコガレイ

大クロダイ

クロダイL

中クロダイ

クロダイ

小クロダイ

クロダイs
カイズ

小カイズ
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漁獲情報電鉾処1'1¥のためのコードおよびファイル投1¥1

スズキの各市場における銘柄に対応するコード(基本型)，銘柄名称番号は付表Z，
と共通 ただし，銘柄が複数でない市場は記載していない

銚外大岩御鵜小天鴨 t工和千千七布相館船富富勝保荻富
倉倉 津
町町
白中 沖

子川原田宿原湊津 JII見田子央浦良浜山形浦山山田生漁

号
一
場

番称名柄銘

市

和

コード

1 

6 

l 

6 

2 

6 

2 

6 
4

5

7

9

 

4
4
r
D
η
t
G
d
 

ミ
υ

A斗
4
p
h
U
0
6
Q
d

4
4
p
h
υ
n
x
U
Q
U
 

6 

999  9 9 9 9 

10 10 11 

12 12 12 12 12 12 12 12 12 14 12 

13 13 

付表 3.

6 6 6 

9 

6 

9 

6 

9 

6 

日

6 

9 

6 

9 

6 

9 

n
b

ヮ，

Q
d
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9 

6 

9 

6 

日

6 

9 

6 

日

1

2

3

4

5

6

7

8

 

た

12 12 12 12 12 12 

13 13 

マダイの各市場における銘柄に対応する銘柄コード(基本型)，銘柄名称番号は付表2，と共通

だし，銘柄が複数でない市場は記載していない.

12 12 12 12 12 

付表 4.

号
一
場

番税:名柄銘

市

荻

生

保

田

勝

山
富

山

富

浦
船

形

館

山

相

浜
布

良

千
倉
町
中
央

千
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白
子
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田
江

見
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天
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小

湊
大

沢

浜

行

川

奥

津

鵜

原
勝
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西

部

川

、
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勝
浦
市
豊
浜

御

宿

岩

聞

大

原
海

匝
外

川

銚

子
和

コード

1 1 1 1 1 

222  2 2 24  

555555555555555555  

878  8 78888  

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 10 

12 11 11 11 11 11 13 

14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 15 

18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 

20 19 20 16 20 20 20 

21 21 21 21 21 21 21 21 21 21 

22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 

24 23 23 25 25 25 
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25 25 

22 22 
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クロダイの各市場における銘柄に対応する銘柄コード

(基本型) 銘柄名称番号は付表2 と共通 ただし，銘

柄が複数でない市場は記載していない.

付表 5.
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号

場

称ム番名柄銘

市

海大岩御小天鴨千相館船富富勝保荻
倉
町
白

匝原田宿湊津川子浜山形浦山山田主主

和

コード

2 1

3

5

 

1
i
q
u
に
D

1
i
q
U
F
D
 

4
出

1 

4 

1 

6 

4
p
b
n
/
 

4 

5 

4 4 4 4 

5 

4 4 

5 

4 
F 
d 

7 ワ
d
o
o

7 7 

1
i
n
L
n
δ
d
4
k
u
ρ
0
 

ただ

10 

ヒラメの各市場における銘柄に対応する銘柄コード(基本型) 銘柄名称番号は付表2.と共通.

L，銘柄が複数でない市場は記載していない.

9 

付表 6.

号
一
場

番材、名柄銘

市

銚 外海大岩御勝川勝勝鵜興浜小天鴨江手口千七乙布相館船富富勝保荻

塑鴻日 章m _ rr ~ 

昼西 国
子川匝原因宿浜津浦部原津川湊主主川見回子浦浜良浜山形浦山山岡生

和

コード

1 

2 4 6 

333  3 3 3 7 3 3 

10 5 5 5 5 5 8 9 9 9 9 9 

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 12 

15 15 15 15 15 15 15 15 15 13 13 15 15 15 15 15 15 15 15 

M 14 M 14MM14 M 1414 14M 14 M 

16 16 16 16 16 16 16 16 

1818181818 18~ 181818~1818181818181818181819 

20 22 22 22 22 20 22 22 22 22 22 20 22 22 22 20 20 20 20 20 21 

23 

~~~~~~~~~17~~~~ ~~~~~~~~ 

a 26aaa a a  a a a26 aa  

a 31 31~ ~ 

30 

3 

24 24 24 24 24 .25 

26 26 26 26 27 

31 

3 

18 

20 22 22 

1
i

つu
n
O
4
4
に
υ
P
O

ヮ，。
O
Q
d

ハU

、ょっ
u
q
υ
A斗
A
R
υ

1

1

1

1

1

1
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付表 7.マコガレイの各市場における銘 付表 9. ガザミの各市場における銘柄に

柄に対応する銘柄コード(基本 対応する銘柄コード(基本型)

型).銘柄名称番号は付表2 と 銘柄名称番号は付表2と共通

共通，ただし，銘柄が複数でな ただし，銘柄が複数でない市場

い市場は記載していない! は記載していない

銘柄名称番号 銘柄名称番号

市 場 市 場

コード|
荻 富

コード
保 荻 富

津 津

j中 沖

生 1漁 田 生 漁

1 1 I 1 1 l 

2 3 2 2 2 3 2 

3 5 4 3 4 5 4 

4 6 4 6 6 6 

付表 8. イセエピの各市場における銘柄に対応する銘柄コード(基本型)

銘柄名称番号は付表2 と共通 ただし，銘柄が複数でない市場は

記載していない.

コード

銘柄名称番号

市 場

岩御勝川勝勝鵜輿浜大小鴨江和舘富富勝保荻

手Hi z行

回宿浜津浦部原津川沢湊川見岡山 i甫山山田生

ーよ

n
L
q〈

d

2

4

5

 

つム

A
4
A

に
d

1

3

5

 

つU
9
1
U
R
U

つ
ム
ヨ
υ
ρ
0

つ

白

内

δ
R
υ

ワ
u

q

u

に
d

つρ
8

4

りム

S
4
a

ワ
I
U
8
4
A

ワム

6
4
h

り
f
u
A
H
Z

つん

8
4

つム

q
u

n，白、
d
o宝

ワム

A
位

η
4
4
4
 

ワ
μ
q
υ
戸

o

n
L
q
υ

戸。

ワ
ム
ハ

d
k
υ

付表10. クロアワピの各市場における銘柄に対応する銘柄コード(基本型)

銘柄名称番号は付表2.と共通.ただし，銘柄が複数でない市場は

記載していない.

コード

銘柄名称番号

市 場

大 岩 御 話 JII勝鵜輿浜大鴨江和五五七乙杷舘富勝保

和市 行 町町
豊 白中

原田宿浜津 1甫原津川沢川!見因子央浦浜 j兵山 i甫山田

11 2 2  21  

213  333333333333333333  

31 4444444444444444444  4 

4 1 5 5 5 



山崎明人

アカ(マダカアワビ メカイアワビ)の各市場に

おける銘柄に対応する銘柄コード(基本型) 銘

柄名称番号は付表2と共通 ただし，銘柄が複

数でない市場は記載していない

付表11.
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銘柄名称番号

市 場

大鵜興鴨江和千千七乙相館富保
倉倉
町町
白中

原 原 津川見回予央 j甫i兵浜山山田

コード

1 

q
u
Aせ

R
U

η
i
o
o
 

7 

6 

7 7 

4' 

6 

9 

8 8 

11 

10 10 10 10 10 10 

-
よ

η
L
n
d
A
H古
戸

D
n
b
ワ
t

o

。Q
u
n
U
1よ

1

1

 

3 

4 

2 

3 3 3 3 3 

2 

3 

2 2 

3 3 3 

4 4 

6 
ワ

J

0

6

サザエの各市場における銘柄に対応する銘柄コード(基本型) 銘

柄名称番号は付表2.と共通.ただし，銘柄が複数でない市場は記

載していない，

付表12.

号

場

番私、名柄銘

市

岩御勝 111勝勝鵜興浜江和千七布相館船富富勝保

輩浦 r 章
主主 西 日 泊

田宿 i兵津浦部原津川見回子浦良浜山形浦山山田

和

コード

。ム

A
4
4
F
O

ワム
U

A
ム

p
b

1
4
n
L
A叫
4
p
b
ヴ

4
0
0

2 

6 

に
υ
ρ
b
η
i
Q
o

l
i
-
-

9 

3 3 

4 4 
12 12 
1111 

12 12 
3 

14 

13 

10 

τよ
り

f
u
q
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A
A
F
b
p
o
η
t

。O
Q
d
n
u
-
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。L
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u
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1

1

1

1

1
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6 
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。ム

A
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p
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。，白

A
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b
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富

津

沖

漁

萩

生
保

田

勝

山

富

山

富

浦

船

形

館

山
相

浜

布

良

ト

い

品

附

千
吉
町
中
央

千
宮
町
白
子

和

田

江

見

鴨

川
天

津

小

湊

鵜

原
栂

宿

出

石

和

国

大

原

『ト

l

タ

川

銚

子

5 

4 

i12 

3 
重

量 2
(kg) 

。
ロスズキ 凹:フッコ 凹セイゴ

付図 1 スズキにおける漁獲物の湿重量とこれを基準として区分された

銘柄との関係の概姿。複数の名柄が存在しない場合は除いてあ

る。各銘柄の名称は付表 3(参考付表 2)に対応している。

銚銚海大岩御勝 111勝勝鵜興浜大小天鴨江和千千布相舘船富富勝保革

輩 浦 p 童
市手口市~ 1了 町町
外:事同 首弔

子川匝脈回宿浜 i4t浦部原津川 iF{湊津 111見因子央良浜山形浦山山田生

10 

9 

8 

7 yE 

6 
重 5 

量 4
(kg) 3 

2 

。
口:タイ 皿マコ 圃 ω カスゴ・ベンダイ天保

付図2 マダイにおける漁獲物の湿重量とこれを基準として区分された

銘柄との関係の概要。複数の名柄が存在しない場合は除いてあ

る。各銘柄の名称は付表4(参考付表 2)に対応している。
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10 

9 

8 

7 
混 6

薫 5

量 4
(kg) 3 

2 

0 

5 

4 

混

3 
重

山崎明人

海大岩御小天鴨干柿館仙宮古勝保萩
倉

和 町
臼

匝原田宿湊津}l1子浜山舷浦山山田生

' 
量 2
(kg) 

ト

J 

← 
← ト

ト

O 
トー

付図 3 クロダイにおける漁獲物の湿重量とこれを基

準として区分された銘柄との関係の概要。複

数の銘柄が存在しない場合は除いてある。各

銘柄の名称は付表 5(参考付表 Z)に対応して

いる。

銚撃海大岩御111勝監鵜興浜小天鴨江和五ヒ乙同館船富富勝保萩

市有l 市叩行 町
タト豊河 白
子川向原目指浜津浦部原津川湊津川|見回子浦 i~ 良浜山形浦山山田生

ロヒラメ 回。ソゲ

付図4 ヒラメにおける漁獲物の湿重量とこれを基準として区分された

銘柄との関係の概要。複数の銘柄が存在しない場合は除いてあ

る。各銘柄の名称は付表 6(参考付表2)に対応している。
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漁獲情報電算処理のためのコ ドおよびファイル設昔|

89 

岩御器 }II勝E鵜興浜大小鴨江和館富富勝保萩

布l 市出 fi

田宿浜 津 浦 部 原 津 川 沢 湊 川 見 回 山 浦 山 山 田 生

ト

O 

付図 5 イセエピにおける漁獲物の湿重量とこれを基

準として区分された銘柄との関係の概要。複

数の銘柄が存在しない場合は除いてある。各

銘柄の名称は付表 8(参考付表 2)に対応して

湿

重

.5 
量

(kg) 

いる。

保

川

勝

山
富

山

富

浦

館

山
相

浜

布

良
千
古
町
白
子

和

田
江

見

浜

行

川

興

津

鵜

原
勝

浦

両

部

勝

浦

川

津

勝
浦
市
豊
浜

御

宿
岩

和

田

r 

d ← 
ト ト

ト

」ト

ト

O 

付図6 サザエにおける漁獲物の浪重量とこれを基準

として区分された銘柄との関係の概要。複数

の銘柄が存在しない場合は除いてある。各銘

柄の名称は付表12(参考付表 2)にほぼ対応し

ている。


